
�

国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／奉仕の理想�

内　　　容／クラブ協議会（第3回）�
　　　　　　全　員�

会 員 慶 事�
☆誕生日�
　12月15日　菅沼　　久君    �

☆夫人誕生日�
　12月16日　滝口　喜徳君 ご夫人 けい子様    �

☆連続出席�
　12月 6日　土屋　義明君（2年間）   �
　12月11日　戸栗　太平君（6年間）�

　「待てば遅いが待たねば早い、

年の瀬、人生、お正月」という言葉がありますが、

早くも師走を迎えました。幾つかの忘年会、そ

して新年会が控えています。思えば心浮き立つ日々

の始まりです。   �

　　　わが心今までは　その欲するまま�

　　　楽しきままに　彷徨い行けり�

　　　されど今よりは我よく制えん�

　　　象師が　鈎にて�

　　　象を制する如く・・・〈法句経〉  �

　この句は仏弟子の言葉を集めたテーラガータ

の中の一句で、自分の今までの放逸を後悔して、

今後は引き締めていこうという自戒の言葉です。

私たちにも思い当たるような生々しい述懐です。   �

　現代の世相は人の心が放逸に流れるように特

別にできているように思われます。全てが目まぐ

るしく、忙しく、その上情報過多で、レジャー・

グルメ・ギャンブルの洪水で、心が幾つあっても

足りないほど面白ずくめの世の中です。欲するまま、

楽しきままに彷徨えば、ほんとうにキリがありま

せん。しかし、この面白ずくめの波に乗っていけ

ば何時までも面白く楽しいでしょうか。そうは到

底思えません。いつかはこの句のように、すっか

り興ざめして、二日酔いのような気分になるに決まっ

ています。   �

　法句経はまた、このように戒めています。「世

の中のことを全て美しいと見て、心はただ赴くに

まかせ、食べることに節度なく、怠けて努力しな

い者は、やがて悪魔に打ちひしがれよう。強風が

吹いてひ弱な樹をなぎ倒すが如く」と、心をひき

しめた生活の中に、初めて楽しさがあることを教

えています。   �

　これから迎える年末年始は、健康と交通事故に

は特に留意して、家族を嘆かせず、ほどほどに楽

しいお酒を飲みましょう。   

�

次回12月18日の例会�

１８２４回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�

さまよ�

ととの�

ぞうつかい� かぎ�

さまよ�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ５５名� ９３.２２％� １００.００％�

鈴木　崇司君　11月 7日　裾　　野    �
勝又　　洋君　11月 8日　地区大会    �
嶋田泉太郎君　11月 8日　地区大会    �
土屋　闊正君　11月 8日　地区大会    �
斉藤　礼志君　11月19日　G R A    �
田代　博久君　11月19日　G R A    �
狩野　住夫君　11月26日　東京銀座    �
勝又　敏雄君　11月28日　裾　　野    �
菅沼　　久君　11月28日　裾　　野    �
山口　幸男君　11月28日　裾　　野 

●先週は息子譲の帰国報告を聞いていただき、ありがとうございました。本人から本当に皆様に感謝している事を
伝えて下さいとのことでした。芹澤正明君　●11月18日～19日の職場体験事業に、富士岡中の生徒の受入れを
して戴きましてありがとうございました。生徒より感想文が届いておりますので配布いたします。新世代委員会�
●末娘が小山町に嫁に行きました。特に小山の皆さん、宜しくお願いします。嶋田泉太郎君 

●メーキャップ�
　　　（10名）�

●欠席者（4名）�
　石田　恩君・大森清治君・戸栗太平君・渡邊　巌君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

■12月17日（水）の例会は忘年例会として、駿富苑で
　19：30より行います。�

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

勝間田　太住君�

新会員卓話�

　私は昭和２８年３月生まれで、

５０歳になります。ちょうど節目

の年に当たり、今までの人生を振り返って考え

ているところへ、ロータリークラブ入会のお話

をいただきました。   �

　入会して約半年になり、やっと慣れてきたと

ころですが、素晴らしい方々の集まりであるこ

とを、例会を重ねるごとに確認しております。   �

　私が生まれたのは御殿場市仁杉で、４人兄弟

の長男ですが、３人は姉ばかりです。   �

　祖父は大工、父とその兄弟４人も全員大工と

いう環境で育ちましたので、子供の頃から木の

香りとカンナ屑の中で遊んでいました。今でも、

木に対する興味は尽きなく、木が大好きです。   �

　高校時代は測量が面白かったのですが、建築

もいいかなと思って、大学では建築科に進みま

した。卒業後、３年間お世話になった「湯山建

築事務所」では、幹事の梶原さんとご一緒させ

ていただきました。この間に４つの免許を取得し、

独立開業いたしました。   �

　現在は、一級建築士・測量・土地家屋調査士・

行政書士・宅地建物取引の不動産関連５業種の事

業を行っています。    �

　実は、私の父は私が生まれた時には富士山の山

小屋を営んでおりまして、私も夏休みはほとんど

富士山におりました。富士山での生活は、今の私

の人生観に大きな影響を与えています。厳寒、台

風での風雨の強さ、下から突き上げてくる雨、雷

の音の凄さ、コンセントから出る火花は２センチ

もあり、とても下界では想像できないものです。

反面、天候に恵まれた時のご来光、雲海の流れ、

一望する山中湖・芦ノ湖・太平洋・伊豆大島の景観の

素晴らしさ、満天の星座は生きた理科の教材でした。    �

　父は５０年、私は２５年の山小屋生活でしたが、富

士山での生活は何もない中で工夫するという原始

的なものであり、忍耐の大切さと文明のありがた

みをとても感じます。    �

　最近この富士山が、噴火の危険などで騒がしくなっ

ています。私のところでは、「防災ハザードマップ」

作成のお手伝いをしていますが、噴火の数年前に

地震が来るのではないかと言われています。富士

山は休火山ではなく活火山であることを忘れずに

生活していく必要があります。富士山を愛すれば

愛するほど、災害を含めた研究をしながら大切に

していきたいと思います。�

■12月4日のクラブ年次総会において、２００４～２００５

　年度の理事に稲葉博之君・水口正宏君・梶原一正君・

　斉藤保君・嶋田泉太郎君・鈴木栄一君・滝口喜徳君・

　山口幸男君の8名が承認されました。�


